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論 文 内 容 の 要 旨 
 
現代ではケインズ派のマクロ経済学ではなく新古典派のマクロ経済学が主流となっている。その理
由は、学部レベルでのケインズ経済学の想定するモデルでの各主体の行動を表す関数が極めて直観的
に説明されており、新古典派の人々が納得する程度のミクロ的基礎付けがなされていないことに起因
する。 
論文では長期にわたる最適化というミクロ的基礎付けをもったケインズ経済学を提示する。 
まず、通常の IS=LM モデル、AD=AS モデルを概観し、新古典派モデルとケインズモデルを対比
する。次に、単純化のために政府を捨象した、2期間モデルでの各主体の最適化からマクロを考察す
る。そして、新古典派モデルではセイ法則故に完全雇用が実現することを示す（第 1章）。それに対
し、セイ法則を否定するケインズモデルでは完全雇用が実現する必然性がないことを示す。そして、
ケインズモデルでは将来の予想需要が外生的に与えられることによって完結することを主張する（第
2 章）。このことは、投資需要の独立性を意味すると考えられる。その観点から、従来の完全雇用を
想定する新古典派成長論（Solowモデル）と投資（資本蓄積率）が外生変数とされるケインズ派成長
論（Harrod モデル）を対比する（第 3 章）。また、それらの従来の議論では貯蓄率が外生変数であ
るが貯蓄率の変化と成長、雇用とを両モデルで比較検討する（第 4章）。最近の新古典派は長期に渡
る最適化から貯蓄率を内生化し、外生的なショック（技術など）から景気循環を説明する。その議論
をみておく（第 5章）。ケインズ派にとっての課題は長期にわたる最適化を認めつつ有効需要不足に
基づく失業の発生の議論を構築し、その議論における財政政策と金融政策の効果を検証することであ
る。我々は合理的期待および FTPL の議論をケインズ体系に導入するが、FTPL 自体はセイ法則従
って完全雇用の成立は認めるものの、従来の新古典派体系への貨幣の導入による名目価格決定に対す
る批判から生まれてきた議論である。そこで、準備作業として新古典派体系への貨幣の導入と価格決
定の議論をまず整理する（第 6章）。次に、新古典派流の最適成長論に独占的競争を導入し、今期の
失業を認めるケインズモデルでは予想需要が外生的に与えられざるをえないことを明らかにする（第
7 章）。そして、新古典派がよく用いる資本レンタルモデルを想定し今期の失業を認めるケインズ的
2 期間モデルで政策の実物変数に与える効果を検討する（第 8 章）。次に、単純化のために投資を捨
象した無限期間モデルで失業均衡が生じうることを明らかにする（第 9章）。また、資本が存在しな
いそこでの議論を 2期間モデルで例示する（第 10章）。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
森氏は有効需要不足による不況・失業を問題視し、セイ法則を放棄したケインズモデルを分析する。
その際、新古典派モデルと同様、家計と企業の異時点間にわたる最適化行動を取り入れる。経済政策
こそが経済がどう動いていくか（均衡経路の特定）に決定的な役割を果たすことを示す。さらに、財
政・金融政策が雇用創出的となるにはどんな条件が必要かを調べる。 
審査委員による審査結果を総合し、さらに、12/13（火）における研究科教授会における審査報告
で認められたように、森氏の研究には現実を意識したもとでの理論的貢献と政策提言があり、経済学
博士に十分相当すると判断する。 
